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資料１

月別・熱中症救急搬送者数の年次推移
（総務省消防庁データより作成）
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年齢階級別・熱中症救急搬送者数の年次推移
（総務省消防庁データより作成）
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都道府県別熱中症救急搬送率（2018年、2017年）

熱中症患者発生率の将来推計

（1981-2000年比, MIROC）



地区別・年次別患者数
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性別・熱中症死亡者数の年次推移
（厚生労働省統計情報部資料）
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性別・年齢階級別熱中症死亡者数割合
（2018年～2022年、厚生労働省統計情報部資料）
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ハイリスク集団

生物学的弱者

高齢者、病弱者、（男性？）

社会的弱者

高齢者、小中高生（運動）、成壮年（労働者）

その他（脆弱）

高齢者
・不十分な住環境
・情報過疎

小中高生
・運動中の発症

成壮年（労働者）
・作業中の発症

寒冷地
・低いルームエアコン
普及率

対策の必要性
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地域別ルームエアコン普及率

（出典：総務省統計局）
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35℃以上 31度以上
運動は
原則中止

WBGT温度が31度以上では、皮膚温より気温の方が
高くなる。
特別の場合以外は運動は中止する。

31～35℃ 28～31度 厳重警戒

熱中症の危険が高いので激しい運動や持久走など熱
負担の大きい運動は避ける。運動する場合には積極
的に休息をとり水分補給を行う。
体力低いもの、暑さに慣れていないものは運動中止。

28～31℃ 25～28度 警戒
熱中症の危険が増すので、積極的に休息をとり、水
分を補給する。
激しい運動では、３０分おきくらいに休息をとる。

24～28℃ 21～25度 注意
熱中症による死亡事故が発生する可能性がある。
熱中症の兆候に注意するとともに運動の合間に積極
的に水を飲むようにする。

24℃まで 21度まで ほぼ安全

通常は熱中症の危険性は小さいが、適宜水分の補
給は必要である。
市民マラソンなどではこの条件でも熱中症が発生す
るので注意。

運動に関する指針

日本体育協会(1994)　熱中症予防のための運動指針より

　熱中症予防のための運動指針



熱中症警戒アラート
・気象庁の「府県予報区」等内（一部の都道県を除いて県単位）において、
いずれかの暑さ指数情報提供地点における翌日・当日の日最高暑さ指数
（WBGT）が33（予測値）に達する場合に発表する。
・「前日午後５時頃及び当日午前５時頃時点における予測値」を基に発表
することとする。

・2021年～

熱中症特別警戒アラート
・「都道府県内において、全ての暑さ指数情報提供地点における、翌日の

日最高暑さ指数（WBGT）が35（予測値）に達する場合」に発表する。
・「前日午前10時頃時点における翌日の予測値」で判断し、前日午後２時
頃に発表する。

・2024年～



2003年夏のヨーロッパにおける熱波



フランスにおける熱波による過剰死亡

●2003年夏期、ヨーロッパ全体で猛烈な熱波の被害が相次ぎ、
合計52,000人以上の死者を出し、過去500年で最も暑い夏となっ
た。全体の死者数は41,000人を超えた。
●フランスでも極度の熱波による被害が続出し、8月1日～20日
のうちの熱波による死亡者数は、平年に比べ（予想死者数は約
26,000人であった）14,000人以上の過剰の死者を出した。
超過死亡率(=超過死亡者数/比較対象年の死亡者数)は60%
近くとなった。

●特に、療養所での高齢者の死亡者数の増加が著しく、医療施
設での死亡リスクが非常に高まっており、早急の対応が必要とさ
れている。

２００３年の夏季の欧州各地での温度偏差分布

欧州全体での温度偏差の分布。特にフランスの多くの地域では平年に比べ+10℃近く
気温が上昇している。
http://www.teamrenzan.com/archives/writer/nagai/heatwave.htmlより より



熱中症予防情報サイト

（環境省）


